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                 帝国議会議事堂
（設計：渡邊福三 , 吉武東里 , 大熊喜邦
  構造：横河民輔 , 景山齊）

秀英舎印刷工場
（海軍省技手 : 若山鉉吉）

安田製釘所施設
（辰野・葛西建築事務所）

旧帝国麦酒門司工場事務所
（林栄次郎）

遠賀川水源地ポンプ室
（船橋喜一）

官営八幡製鉄所二代目本事務所
（大蔵省営繕管財局門司出張所営繕技師：藤本勝往）

官営八幡製鉄所ロール旋削工場
（景山齊）

中央停車場本家
（辰野金吾）

日本銀行本店本館
（辰野金吾）

東京商工会議所
（妻木頼黄）

東京海上ビルディング
（曽禰・中条建築設計事務所）

三菱第一号館
（Josiah Conder，曽禰達蔵）

東京府庁舎
（妻木頼黄）

奈良帝室博物館
（片山東熊 , 宗兵蔵）

横浜市役所
（池田稔，海軍省技手 : 足立鳩吉）

神戸市庁舎
（秋吉全徳）

官営八幡製鉄所第二大形工場
（横河工務所）

官営八幡製鉄所第二厚板工場
（武田富吉）

丸の内ビルディング
（三菱地所部設計）

横浜郵船ビル
（和田順顕）

日本郵船ビルディング
（曽禰・中条建築設計事務所）

堂島ビルディング
（竹中工務店）

三井貸事務所
（横河民輔）

旧三井物産横浜支店一号店
（設計：遠藤於菟・酒井祐之助
  配筋：佐野利器）

大阪市中央公会堂
（岡田信一郎）

造船部旋盤鑢鑿工場
（横須賀鎮守府：橋本平蔵）

造船部鋳造工場製鋼場
（横須賀鎮守府：中林卯之吉 , 中林久之助 , 山添喜三郎）

造船廠旋盤機械工場
（佐世保鎮守府）

造船廠錬鉄工場
（舞鶴鎮守府）

旧集成館機械工場
（島津忠義主導）

富岡製糸場繰糸工場
（Edmond Auguste Bastien 主導）

横須賀造船所
（François Léonce Verny 主導）

大阪造幣寮工場
（Thomas James Waters）

浅草凌雲閣
（William Kinninmond Burton）

初代帝国ホテル
（渡辺譲）

旧両国国技館
（辰野・葛西建築事務所）

旧三井銀行本館
（横河民輔）

日本橋丸善株式会社
（設計：田辺淳吉
  構造：佐野利器）

日本橋三越呉服店
（横河民輔）

大阪控訴院
（山下啓次郎）

日本郵船神戸支店
（曽禰・中条建築設計事務所）

日本橋生命京都支店
（辰野・片岡事務所）

造兵廠砲煩製造
（呉鎮守府：桜井小太郎 , 秩父順次 , 井上政治）

神戸東税関役所
（工部省）

駅逓寮
（林忠恕）

大審院
（林忠恕）

西田川郡役所
（高橋兼吉）

新潟県会議事堂
（星野総四郎）

旧北海道庁舎
（平井晴二郎）

大審院庁舎
（エンデ・ベックマン事務所，妻木頼黄）

中央合同庁舎第６号館
（エンデ・ベックマン事務所，河合浩蔵）

横浜税関事務所
（横浜税関）

教育博物館書籍閲覧所書籍庫
（林忠恕）

龍之口勧工場
（Thomas James Waters）

兜町 三井組為換坐
（清水喜助）

駿河町 三井組
（清水喜助）

銀座煉瓦街
（Thomas James Waters）

赤坂離宮
（片山東熊）

初代帝国劇場
（横河民輔）

所沢飛行船格納庫
（内田祥三）

丸ビル
（三菱地所部設計：桜井小太郎）

市村座
（高原弘造）

日本郵船ビル
（曽禰・中条建築設計事務所）

東京会館
（清水釘吉）

日本興業銀行ビルディング
（渡辺節 , 内藤多仲）

神戸和田岬東京倉庫
（白石直治）

佐世保鎮守府港内烹炊所等
（海軍技師：真島健三郎）

八幡製鉄所旧本事務所
（山口半六）

官営八幡製鉄所新１製鋼工場
（綿貫保一）官営八幡製鉄所６分塊工場

（光永一三男）

造兵廠砲身淬硬並収縮場
（呉鎮守府：山中杢次郎 , 井山政治）

造船部錬鉄工場
（呉鎮守府：木島七之輔）

造兵廠装甲鈑機械工場
（呉鎮守府：秩父順次）

造船廠製罐工場製罐場及び鋳造工場鋳造場
（舞鶴鎮守府：吉田松次郎 , 佐々順吉）

木造トラスについて、村松貞次郎 p.76

鉄骨造＋煉瓦カーテンウォール

鉄骨造

SRC ラーメン構造

鉄骨鉄筋コンクリート (SRC) 造

壁構造：鉄骨煉瓦充填造（鉄造建築）
小屋組：鉄骨トラス

壁構造：木骨煉瓦充填造（木骨造建築）
小屋組：木造トラス

壁構造：石組積造
小屋組：木造トラス

鉄骨煉瓦積外部石造

鉄骨張壁構造

鉄筋コンクリート (RC) 造

ラチスシェル鉄骨トラス

鉄筋入煉瓦壁

煉瓦組積造 鉱滓煉瓦組積造

辰野金吾 (1854-1919)

林忠恕 (1835-1893)

清水喜助清矩 (1815-1881) 片山東熊 (1854- 1917)

山口半六 (1858-1900)

横河民輔 (1864-1945)

渡辺譲 (1855-1930) 妻木頼黄 (1859-1916)

曽禰達蔵 (1853-1937)

野口孫市 (1869-1915)

佐野利器 (1880-1956)

景山齊 (1879-1971)

綿貫 保一 (1892- 没年不詳 )

光永一三男 (1896- 没年不詳 )

真島健三郎 (1873-1941)

武田富吉 (1882- 没年不詳 )

内藤多仲 (1886-1970) ※造船学科から転科

渡辺節 (1884-1967)

楠本平蔵 ( 生没年不詳 )

片岡安 (1876-1946)

山下啓次郎 (1868-1931)

内田祥三 (1885-1972) 藤本勝往 ( 生没年不詳 )

中條精一郎 (1868-1936)

清水釘吉 (1867-1948)

宗兵蔵 (1864-1944)葛西萬司 (1863-1942)

工部大学校及び工科大学造家（建築）学科卒建築技師及び大工

他大建築学科卒

京都帝大機械工学科卒

土木工学科系卒

開成学校高原弘造 (1845-1918)

岡田信一郎 (1883-1932)

白石直治 (1857-1919)田辺淳吉 (1879-1926)

高橋兼吉 (1845-1894)

星野総四郎 (1845-1915)

山添喜三郎 (1843-1923)

平井晴二郎 (1856-1926)河合浩蔵 (1856-1934)

遠藤於菟 (1866-1943)

吉武東里 (1886-1945)

林栄次郎 ( 生没年不詳 ) 大熊喜邦 (1877-1952)

池田稔 ( 生没年不詳 )

技術者一覧

和田 順顕 (1889-1977)

構造種別の凡例

組積造

鉄骨鉄筋コンクリート

鉄筋入煉瓦造煉瓦木混構造

木質系 鉄骨系

コンクリート系

西洋技術の受容

都市の不燃化 官庁集中計画
耐震理論の構築

市街地建築物法施行規則の改訂

ラーメン実用解法

軍艦「安芸」が竣工

「常陸丸」建造

官営八幡製鉄所操業開始

鋼製汽船の製造開始

日本の近代建築構造の変遷

1870

1875

1885

1895
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1900
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1925
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1910

1920

1930

1870

1875

1885

1895

1880

1890

1900

1905

1915

1925

1935

1910

1920

1930

東京職工学校
（1881~）

）~1091 ,~6981（ 所鉄製幡八営官

工学寮から工部大学校（1871~1886）

京都帝国大学理工科大学（1897~）京都帝国大学理工科大学（1897~）

横河工務所（1903~）

耐恒寮（1871~1872）

開成学校→東京開成学校（1868~1877）開成学校→東京開成学校（1868~1877）→官営東京大学（1877~1886）

）7491~6881（  学大科工学大国帝京東らか学大科工学大国帝

臨時建設本部
鋼構造技術者組織

陶器破璃工科

機械工学

土木工学科

工学部 機械工学科 工学部 土木学科 工学部 造家 ( 建築 ) 学科

土木学 造家学

治金学・金石学・地質学・採鉱学

鉱山学・冶金学実地化学→製造化学

理学部 地質学科 理学部 採鉱治金学科

工学部 応用化学科 理学部 鉱山学科・地質学科

機械工学科

工学部採鉱治金学科

採鉱治金学科

銑鐵 (治金 ) 部 工務部

建築学科

土木学科

事務系統技術系統

建築学科

窯業学教師  G. Wagener
（1831-1892）

主任教授 G. Wagener
（1831-1892）

講師
藤江永孝

（1865-1915）

初代長官

山内堤雲
（1838-1923）
二代目長官
堀田連太郎

（1858-1915）

機械学及び造船学教師
Charles Dickinson West

（1847-1908）

機械学及び造船学教授
Charles Dickinson West

（1847-1908）

土木学・機械工学教師兼校長職
Henry Dyer

（1848-1918）

沼田尚徳
（1875- 没年不詳）

遠藤金市

足立元二郎
（1890- 没年不明）

大塚要
（1869-1943）

松村鶴蔵
（1871-1950）

林交易
（1884- 没年不詳）

教授
広井勇

（1862-1928）

土木学教師
John Perry

（1850-1920）

田辺朔郎
（1861-1944）

教授
田辺朔郎

（1861-1944）

教授
田辺朔郎

（1861-1944）

英語教師
高橋是清（1854-1936）

造家学教師
Josiah Conder

（1852-1920）

教授
Josiah Conder

（1852-1920）

教師
辰野金吾

（1854-1919）

教授
辰野金吾

（1854-1919）

化学・鉱物学教師
Carl August Schenk

（1838-1905）

治金教師兼大助教
大島高任

（1826-1901）

金石学・地質学・採鉱学教師

麻生政包
（1857-1914）

ダイアー助手兼無機化学教師
Edward Divers

（1837-1912）

教授
Edward Divers

（1837-1912）

助教授
河喜多能達

（1837-1912）

河喜多能達
（1853-1925）

吉原政道
（1853-1927）

高松豊吉
（1852-1937）

鉱山学及び地質学教師
John Milne

（1850-1913）

鉱山・地質学科教授
John Milne

（1850-1913）

図学教師兼治金学講師
E.F. Monday

小花冬吉
（1829-1901）

化学及び機械工学教師
Gottfried Wagener

（1831-1892）

金石学教師

山口半六
（1858-1900）助教授 和田維四郎

（1856-1920）

地質学科助教授
和田維四郎

（1856-1920）

教授
Heinrich Edmund Naumann

（1854-1927）
準助教 渡辺渡

（1857-1919）

教授渡辺渡
（1857-1919）

工科大学長
渡辺渡

（1857-1919）

教授 Curt Adolph Netto
（1847-1909）

野呂景義
（1854-1923）

堀田連太郎
（1858-1915）

大島道太郎
（1860-1921）

大藤高彦
（1867-1943）

助教授 大藤高彦
（1867-1943）

武田富吉
（1882-?）

武田富吉
（1882- 没年不明）

鉄骨構造講師
横河民輔

（1864-1945）

横河民輔
（1864-1945）

助教授
石井敬吉

（1866-1932）

講師
伊東忠太

（1867-1954）

石井敬吉
（1866-1932）

神谷邦淑
（1865-?）

大熊喜邦
（1877-1952）

（1880-1944）
松井貴太郎

（1883-1962）

中井四郎

教授
野呂景義

（1854-1923）

助教 斎藤大吉
（1872-1949）

採鉱治金学教授
斎藤大吉

（1872-1949）

今泉嘉一郎
（1867-1941）

服部漸
（1865-1940）

教授 朝永正三
（1866-1942）

教授 大塚要
（1869-1943）

教授 松村鶴蔵
（1871-1950）

景山齊
（1879-1971）

安永義章
（1855-1918）

朝永正三
（1866-1942）

二代目技官 
和田維四郎

（1856-1920）

初代技官 

大島道太郎
（1860-1921）

銑鐵部技手

三好久太郎
（1872-1934）

初代銑鐵部長

小花冬吉
（1829-1901）

主席勅任銑鐵技師

今泉嘉一郎
（1867-1941）銑鐵部技手

服部漸
（1865-1940）

鉱滓煉瓦技術者

黒田泰造
（1883-1961)

耐火物技術者

高良淳
（1883-1974）

窯業課

化学工業の技術習得
のためドイツ留学

（1897~1899） GmbH に研修
（~1900）

技手

足立元二郎
（1890-?）

機械課長技師

安永義章
（1855-1918）

機械技師

早川宇吉
土木課長技師

大日方晴晞
建築課長技師

神谷邦淑
（1865- 没年不詳）

工作課長技手

景山齊
（1879-1971）

製鉄所初代土木部長

沼田尚徳
（1875- 没年不詳）

志道銕造
（1892-?）

光永一三男
（1896-?）

建築課技師

武田富吉
（1882-?）

綿貫保一
（1892-?）

技術雇

井上泰三
（生没年不詳）

技術雇

井上眞治
（生没年不詳）

建築課技手

村上幾一
（1890-?）

村上幾一
（1890-?）

中村伝治
（1880-1968）

理学部 製造化学科

教授
G. Wagener

（1831-1892）

教授
大島道太郎

（1860-1921）

高良淳
（1883-1974）

村上幾一
（1890-?）

光永一三男
（1896-?）

日比忠彦
（1873-1921）

教授 日比忠彦
（1873-1921）

大蔵省議院建築調査委員

横河民輔
（1864-1945）

国会議事堂建設の鉄骨構造の設計施工の責任者

景山齊
（1879-1971）

技手

林交易
（1884-?）

工作課長技師

景山齊
（1879-1971）

黒田泰造
（1883-1961)

藤本勝往
（生没年不詳 )

実線

点線

太枠

凡例

細枠

点線枠

師弟関係及び組織への所属

機械工学 採鉱治金学

地質学

窯業学

土木工学

建築学

応用化学

教育機関及び会社組織

学科及び部署

留学先

所属組織の移動

鉄骨造建築及び鉱滓煉瓦製造技術獲得までの近代教育機関の潮流：学科別系統図 スペースの都合上、教師・教授は就任時、学生は卒業及び中
退時合わせでプロットしている。また、学生から連続して教
師になった者に関しては、就任時にプロットしている。
学科ごとに担当教師陣営を囲んでいる。

近代日本 建築史
－近代的構造材への仕方からみる、国家・都市・村落における

　創造的適応としての近代化受容 80年の研究－

中谷礼仁建築史研究室　

修士二年　二上匠太郎

2023 年度修士論文最終発表会

1/2

Ⅰ.　序論
　1-1　第一章　研究の背景
　　　1-1-1　西洋国日本における近代化の構造　－「上からの近代化」という把握
　　　1-1-2　西洋受容における「欧化主義」と「日本主義」－政治的領域・文化的領域
　　　1-1-3　産業化における前近代からの連続性　－技術経済的領域
　　　1-1-4　社会の概念と都市化　－社会的領域
　　　1-1-5　先行研究を踏まえた本論文の射程
　1-2　第二章　既往の研究による近代的空間の史的特質とその手法
　　　1-2-1　鉱業技術から工業技術としての鉄鋼技術の発展史
　　　1-2-2　近代的空間としての工業都市
　　　1-2-3　鉱山村落研究の手法と学術的位置
　　　1-2-4　構造材から見る近代的空間の特質　－煉瓦と金属と鉱滓煉瓦
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Ⅲ.　結論

　本論文の大義は、日本における近代化受容の実態を体系的な歴史の一部として記述すること
である。その前提条件となる非西洋国日本における近代化の特殊性を整理することで、具体的
な研究対象を定め、なぜ「日本の近代化の実態」ではなく「日本の近代化受容の実態」である
かを明確に示すことを目的として第一章「研究背景」を設ける。

　第一章において、まずは、一般的に日本における近代化が西洋より外生的にもたらされたこ
とによって、伝統的文脈から断絶された現象として認識されている点を整理した上で、その既
存の史的性質が思弁によって得られたシステム理論として非常に平面的であり、国家権力に近
い巨視的視点に偏向している点を指摘した。これ受け、日本における近代化を「西洋化」「産業
化」「都市化」の現象に細分化し、それぞれが近世以前の伝統的形態（自給自足経済、第一次産
業、封建制、村落共同体、生産技術体系）といかに接続しえたかを整理した結果、日本を構成
する国家・都市・村落が独自の周期及び要因で近代的形態へと移行していったことが確認できた。
つまり、国家・都市・村落の近代化を “進度” という尺度によって測ってしまうと、微視的には
不連続／連続、革新／継承が混在したにも関わらず、日本総体としては近代化への漸進が認め
られる、という経済主体と推進主体の間に乖離が生じてしまう点である。

　固定化された史的印象によって想起されるこの乖離を批判しながら、日本の近代化の史的特
質を純粋に記述するには、国民及び国家が社会を「近代化」に向かわせたという実存主義的視
点ではなく、西洋で創始された「近代という社会空間」を受けた日本人及び共同体がそれぞれ
変容した結果、構築された立体的な連関こそが「結果的に近代化」であったと再定義する必要
があるのである。

　以上より、近代化受容を考える上で、国家・都市・村落は並列に語られるべきであることから、
近代日本を一貫して観測するための共通項として、近代日本の経済的支柱であり、具象空間の
問題を伴った産業である「鉱業・鉄鋼業」を研究対象に定めた。鉱業・鉄鋼業に付随する近代国家・
工業都市・鉱山村落において、西洋化・産業化・都市化がいかにありえたかを実証的に検討す
ることは、盲域となった本研究の主題を最も的確に捉えうると考える。

　本研究においては、既存の通史的理解ではなく、建築史の態度に立脚し、生産技術と空間に
言及する形で構造的把握に努めることを目的として、より詳細な分析対象及び手法を確立させ
るべく第二章「既往の研究による近代的空間の史的特質とその手法」を設けた。
　第二章においては、まず、日本の近代化の基盤となった銅と鉄の両金属の技術史的展開につ
いての相違点を整理し、鉱業と鉄鋼業では、産業に付随した空間における近世との連続性に差
異が認められる一方で、産業的大量生産には、いずれにせよ採鉱治金学の確立による洋式高度
技術者の国内育成が必要不可欠であり、近代以降の官営教育機関はその責務を負ったことを明
らかにした。しかし、先行研究においては鉱業・鉄鋼業の進展とその他学問領域の接続につい
ての言及が不足している点が指摘されるため、明治以降における西洋化・産業化・都市化の結
節点に位置した造家学（建築学）を核とした、近代的生産諸技術の有機的連帯の実態を分析し
た体系的記述が必要なのである。

　さらに、近代日本における模範的な工業都市である官営八幡製鉄所及び八幡の発展過程を整
理することで、明治新政府が、鋼鉄の時代以降の都市に希求した近代的特質が、産業化的側面
による「物質交換構造」と西洋化的側面による「空間表現様式」を従属し、充填した空間であ
ると一旦定義した。一方で、生産地として近代重工業の起点となった鉱山村落についても、都
市的な外的な経済活動に依存した半自動的かつ加速度的な成長が確認されたが、近代的空間の
特質の有無については、西洋中心主義的にその存在が否定されている。しかし、金属や煉瓦といっ
た個物が人間の手で生み出される段階で、既に個物自体にイデアが内在し、独立した意味を持
つ以上、実存主義的な唯心史観は批判される。つまり重要なのは、金属や煉瓦が、空間構築の
最小単位としての受動的な質料的側面と、形式が付与された形相的側面の両義性を孕むことで、
国家的政策として近代化を推し進めた明治維新以降の日本が、西洋的建材を「構造を生むため
の金属」と「表現を生むための煉瓦」のように完全現実態として従える立場であろうとしたの
にも関わらず、逆に西洋的素材に内在した形相によって制約された可能態としての民族、空間
及び国家でもあったという視座を史的に提示することにある。換言するならば、これは建築構
造材及び設計技術を介することによる、近代日本の上部構造と下部構造の連関へのアプローチ
であり、具体的構築実態と抽象的歴史理論の結節を試みる態度であるといえる 。

　以上を受けて、本研究は、日本における近代的空間を構築したと一般的に認識されている西
洋的構造材である「煉瓦」、産業的構造材である「鋼鉄」に加え、建材内部に近代的思潮である
永久性・拡張性・西洋性が存在しながら、産業化の影響下で導入及び普及された点より「鉱滓煉瓦」
を第三の近代的な構造材として位置付けたことによって、国家・都市・村落の近代的空間の特
質について並列に分析することを可能とした。よって、「近代化受容」という抽象的な問いが、
近代化の主導権の所在が明治初期の国家主導による状態から、次第に物質の自律的な運動によっ
て形作られた社会自体に遷移した変容過程として捉え直されることで、「近代的構造材に対する
仕方」という具体的な空間的事象、つまりは「建築における問題」としての把握を可能とした
点において、本研究は既存の日本の近代化研究に対して独自の射程を有する。

Ⅰ.  序論　1-1　「上からの近代化」という巨視的把握への批判

1-2　近代化受容という問いに対しての「仕方としての建築」

2-2　近代における国家と建築、産業と建築

3-1　近代的空間の構築技術の体得に至る近代工業教育機関の潮流

4-1　近代的空間における鉄骨建築設計技術と構造材の立体的関連性

Ⅱ. 本論
第一篇　2-1 鉄骨造建築設計技術・鉱滓煉瓦製造技術の体得における
　　　　　   官営工学教育機関及び、国家的建築家の系譜
　本研究において、重要なのは、建築行為をいかに総合技術として扱えうるか、ということで
ある。
　建築という現象は、建築家ないし建築した者の意図のみに依存することは決してなく、地球
に接し重力を受ける以上構造を保有し、これは材料の物性によって規定される。つまり建築物は、
近代工業諸技術が様々な制約の中で意図を持って立体的に組み上げられた事象であると捉えら
れるべきであり、伊東忠太が

と提言しながらも、既存の近代日本の建築史の記述が建築家的視点に偏り、未だこの命題を達
成できていないことは、以上の点において批判されるべきである。

　前章までで、重工業の台頭で近代が多義化したことにより、鉄骨造建築設計技術の所在が、
国家的建築家と工業技術者に時期を違えて二分した近代日本の史的特質を整理した。この同時
性を可視化するためには、既往研究では未着手である、鉄骨造建築設計技術及び構造材製造技
術を核とした各工学領域の関係性の体系的な記述が求められる。
加えて、鉄骨造建築設計技術の確立が、非東京帝国大学学派の出身である景山齊によってなさ
れたことは非常に重要であり、工業教育の普及の点からその国家的使命を一手に担った東京帝
国大学工科大学と、他教育機関及び企業との関係性についても同時に分析されることは、近代
工業教育機関の潮流をより明確にすることに寄与すると考える。つまり、近代日本における鉄
骨造建築設計技術の最重要人物として「景山齊」「横河民輔」の二者、鉱滓煉瓦製造技術の最重
要人物として「黒田泰造」をあげ、鉄骨造建築設計技術及び鉄鉱滓煉瓦製造技術の獲得に携わっ
た工業技術者を、該当者が所属した近代教育機関・企業組織及び、専攻した工学領域種別が把
握可能な表現を伴い、互いの門下関係や影響関係が同一の時系列上に乗った、以下の系統図を
作成し分析を進めた。

　前第三章における近代工業教育機関の潮流の分析より、近代日本における鉄骨造建築設計技
術と構造材製造技術を獲得するに至った系譜を整理し、その所在を分析した。
　これを受け、本章では、以上の鉄骨造建築設計技術と構造材製造技術が結実した事象として
の近代日本の建築群を、構造種別によって類型化しそれぞれの設計技術連関が把握可能な表現
を伴い、自然及び人的災害など社会的外力との関係性について明示された上で、統一の時系列
上に乗せた年表を作成する。そして作成した『日本の近代建築構造の変遷』を用いて分析を試
みる。この手法については、日本構造家倶楽部と近現代建築資料館を中心に 2018 年度（平成
30）から現在まで継続した調査がなされている『我が国の近現代建築に関わる構造資料』に関
する一連の報告書における前例に参考とする。

　一般に建築には権威的志向が反映されやすいが、特に日本においては、近代工業諸技術の象
徴として西欧先進諸国との比肩を目指す機能が希求され、Architect の語源が技術（tekton）を
統括する（arkhos）であるように、そのタクトを振るう建築家は国家的使命を背負ったという
史的特質を有する。しかし、近代建築教育機関で工学技術を学んだ建築家が構造技術的視点を
獲得するに至るには、地震災害という外力によって近代日本建築構造の脆弱さが顕在化される
契機を待たねばならなかった。それは、近代における建築家の本来的な職能が近代社会の需要
への応答ではなく、新様式・新技術によって社会を近代へと牽引することにあったのであり、
換言するならば関東大震災以前における建築家による技術的開発の全ては、近代的な空間表現
に集約されていたからである 。
　
　一方で明治年間を通して、造船業・鉄鋼業ら重工業が台頭すると共に、社会が建築空間に希
求する機械的側面が変容し、必然的に鉄を用いた建築設計技術の開発が起こった。そして、建
築形式の能動的な模索に追われた建築家らは、産業化に伴う自発的な近代化の高まりに反応で
きず、その役割を門外漢である技術者らに譲ったのである。そして、来たる 1909 年（明治 42）
には、日本初の大規模鉄骨造建築である官営八幡製鉄所ロール旋削工場が、京都大学機械工学
科卒で同製鉄所工作技手である景山齊の設計により起工されるに至ったとわかった。

鉄鉱滓煉瓦造建築の史的特質
　鉱滓煉瓦という構造材は、煉瓦需要と鉄鋼技術の成熟に従って製造された史的
文脈を有する。つまり近代における金属需要と同時に語られるべきであり、辰野
金吾ら建築家にとっても赤煉瓦と同質の近代的構造材として選択されえたという
ことである。つまり、鉱滓煉瓦は日本の近代建築構造が煉瓦から鉄骨へと変遷し
た以上は史的必然性をもって発現したと言える。

鉄骨造建築設計技術の理論と実践の結実　－帝国議会議事堂の完成
　鉄骨鉄筋コンクリート造で建設された帝国議会議事堂の竣工は、明治新政府発
足以来の悲願であった近代日本国家の確立を表層的に象徴するだけでなく、近代
日本の展開と共に独立した動きを見せた西洋化的側面及びそれに伴う国家主義的
機運と、産業化的側面及びそれに伴う資本主義的反応による両建築設計技術が、
様式・工法・建材の立体的連関性を持って結実した観点から、近代的空間の成立
を見た一つの画期と捉えることができる。

第一篇の目的
　本篇は、明治新政府の発足を端緒とした近代建築の中でも特に、鉄鋼産業の発
展と関わりを持つ鉄骨造建築のおこりと普及に関して、エンジニアによる建築家
以前の段階における技術開発の存在が指摘されることから、その実態を分野横断
的に体系化し、鉄骨造建築設計における技術連関を分析することを第一義とする。
　加えて、依然としてその史的評価が望まれる鉱滓煉瓦の製造及び普及過程につ
いて、鉄骨造建築と同様の手法で分析することで、鉱滓煉瓦造建築の近代的特質
を考察する一助とすることを第二義とする。

本研究の目的　
　非西洋国日本において外生的にもたらされた近代化がどのように受容されえた
かという命題を考えるにあたって、日本総体を国家・都市・村落という各々が異
なるシステムで駆動する構成要素で細分化し、それぞれの実態及び立体的な関係
性について、鉱山・鉄鋼業の視点から検証することが本論文の概要である。
　しかし、今日描かれるべき近代日本を対象とした史的記述とは、共同体種別に
おける文化的及び技術的優劣を前提とした西洋中心主義的な既存の態度が批判さ
れ、近代化（西洋化・産業化・都市化）の実態について、国家・都市・村落のそ
れぞれが「固有の意図とシステムで形成された体系」であるとして構造主義的に
捉え直され、多元的かつ同時代的な現象として検討されたものであると考える。
　つまり本論文の目的は、近代化に際して近代重工業（鉱業・鉄鋼業）を受容し
た日本の国家・都市・村落において、それぞれで発現した近代的空間の同時性を
検証し、それらの立体的関係性を微視的に分析することによって、日本総体とし
ての近代化受容の巨視的実像へ還元して考察することである。

「本来建築学は、一面においては科学であり、他面においては芸術であると理解されて居
るが、それは彼は理化学的の材料構造・採光・照明・音響・暖房・換気等を整へ耐震・耐
火・耐風等に備ふべく担当し、此は建築学の原理より、外観・内容・設備・装飾等迄を司
るので、この両方を対比すれば、恰も陰と陽との如く、陰陽相合して大極に還元するが如
くであり、建築の科学的と芸術的とは陰陽のごとく反対するが如くして、実は相綜合して
始めて大極の完成を致すのである。」(『明治前日本建築技術史』2p. より）

第五篇序論
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官営八幡製鉄所内 鉄骨建築技術者組織は
非建築学科かつ京都帝大の系譜

官営八幡製鉄所内 鉱滓煉瓦製造部門は
応用化学・採鉱治金学・鉱山学・窯業学の融合による

横河工務所は
建築学科かつ東京帝大の系譜

建築家による建築構造の変遷
煉瓦と鉄が重なった 1900 年初頭
鉱滓煉瓦組積造の誕生
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→煉瓦組積造から鉄による補強
　震災を機に一気に鉄へ

→造船の興隆を契機として早期に鉄骨造へ
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3-2　近代化の及ぶ文化的圏域　　3-3　近代化の及ぶ地理的圏域

第二篇　3-1 近代的空間の圏域　近代都市と空間表現の関係性について
　第一篇では、建築構造設計技術の所在に焦点をあて、近代日本における「国家・建築家に
よる様式・西洋化」と「工業都市・技術者による構造・産業化」の実態を比較分析し、両者
の推進要因の差異を述べた。しかし八幡のように、市場的交換経済による駆動を前提とした
産業の移植により成立した工業都市については、やはり国家的恣意性を帯びざるをえなかっ
たことはいうまでもなく、事実、初期は製品加工を担う点から交換都市的な性格であったが、
徐々に周辺の八幡、門司、北九州などに多くの投資家が集まり近代的表現空間を伴う行政都
市化が進行したのであった。

第五篇　6-1 考察：近代日本という史的空間第三篇　4-1 都市且つ村落としての鉱山村落という巨視的仮説

第四篇　5-1 尾小屋における鉱滓煉瓦組積造技術の実例

　本篇第二章では、国家的建築家による建築作品が適応された建築種別及び自邸の施主を整
理することで、都市における近代化構想の文化的軸及び、それが及んだ圏域について分析す
る。また続く第三章では、近代的空間の誇示という国家的使命を担った建築家の作品をプロッ
トすることで、経済及び政治的中心となった近代消費都市の分布を可視化した「近代建築プ
ロット」と、近代重工業の生産地である銅鉱山村落を同様にプロットし近代生産村落の分布
が可視化した「鉱山村落プロット」を照合した地図資料を作成し、近代日本における都市と
村落の差異について、都市的な尺度を援用して分析することを試みる。

　第三篇を受け、本篇では、非西洋国日本が産業化した鉱業・鉄鋼業を受容した際における、
近代村落における空間構築技術の実態を明らかにするべく、尾小屋町を例にとり、「近代的
構造材 鉱滓煉瓦に対する仕方」としての建築設計技術の所在を実測によって分析する。

①　工部大学校の第一回卒業生として同校の教鞭に立ち、後世に続く建築家の多くに影響を
与えた功績から「日本近代建築の父」と呼称される点
②　辰野の生涯を通した作品数が 277 と多作であり、加えてそれらが年代的な偏りなく竣工
されていることから、建築構造や建材から時代の潮流が分析可能な点
③　建築種別に富んでおり、中央停車場本家や日本銀行本店本館に代表される国家事業、地
方銀行や工場建築のように都市化に寄与する事業、特定の個人の自邸まで多岐に渡るため、
近代化の文化的圏域を分析するという本章の目的に適当である点
④　本論文において近代的構造材と定義した「赤煉瓦」「鉄骨材」「鉱滓煉瓦」について、辰
野は生涯を通してその全てを用いて建築設計をしている点
　以上の四点より本研究では国家的建築家の代表として辰野金吾を選定した。そして、『工
学博士 辰野金吾伝』に記載された、辰野が関係した計 277 棟（未着工事業 6 棟を含む）の
建築物を対象として、建築種別及び立地の分析を行った結果が以下である。

5-2　鉱滓煉瓦による村落空間の構築

近代日本における空間の同時性

近代日本建築史と日本近代建築史　1926 年（大正 15）時点における尾小屋本山配置図と、1960 年（昭和 35）の閉山直前時
点の尾小屋町中心部配置図の二点の地図史料に、現存する家屋の立地及び正六角柱型鉱滓煉
瓦造擁壁の位置の地図資料を照合し鉱山村落空間の変遷の実態及び仕方を分析する。

　鉱山村落構造の変遷とは、元来の伝統的形態が社会的分化する近代化の過程
が純に映し出された空間的現象である。近代尾小屋における半自動的鉱業生産
の循環構造（従事者の増加→銅生産量の増加→資本の増加→居住者の流入→社
会的機能の分化→開地の必要性→産業の興隆→従事者の増加→…）の起点は、
開地による鉱山村落の空間的容量の増設拡張の必要性の力学であった。そして
以上の需要の充足を担った土木的構造材こそが鉱滓煉瓦であったことが明らか
になった。さらに同材が、銅生産量の増加に比例して排出される残滓によって
成形される特質を有することが、鉱山業下における循環構造を完璧に成立させ
たことがわかった。

5-3　鉱滓煉瓦による建造物の構築
　実地調査による概観として、尾小屋における鉱滓煉瓦組積造建造物の組積体は、崖に埋め
込まれた洞窟型蔵の例外を除く四棟全てについてが、大型四角柱型鉱滓煉瓦によってのみ構
成される事実が把握された。しかしながら、図面作成を目的とした各部寸法の実測試行調査
によって、単に大型四角柱型鉱滓煉瓦と言ってもその寸法体系は一様ではなく、壁体に対す
る具体寸法の割り付けの仕方を伴った、より詳細な鉱滓煉瓦長手方向単位寸法（m）の揺れ
が一定に存在する実態が徐々に顕現してきた。
　よって同一建造物内において選択された大型四角柱型鉱滓煉瓦ごとの長手方向単位寸法

（m）の揺れについて、一定の幅に基づき提示される単位モデュール類型の割り付け部位が
明示される表現を伴うかたちでの鉱滓煉瓦組積造建造物の実測結果が以下である。

　組積体の外見上はオランダ積みだが、煉瓦の配列に一定の規律はなく、特に開口部の収ま
りについては目地幅 (j) に大きな揺れが確認された。また壁厚より推定される断面図では、
一層目と二層目が構造的に分離していることから、高度工業教育の技術力ではなく、在来の
大工が主体となって見よう見まねで建設したと考えられる。また、胴差を挿入するための壁
厚の減衰が確認されることから、ある程度の全体像を見据えて建設されたことがわかった。

　一方で I 家蔵では、壁面内側に向かって芋目地他、モジュール (M) の大幅な
揺れが確認された。これは在来的な木造軸組の理論によった建設による現象
であると考えられ、建設技術の未熟さから民のよるセルフビルドであると考
えられる。

　本論の実証的分析を理論に還元したもの以上の図より、国家が選択的に導入し
た西洋的洋式、近代鉱業・鉄鋼業技術は、市場的交換経済の末端組織である村落
に近づくにつれ、その恣意的文脈が失われ、逆に金属・煉瓦の個物に内在した意
味自体の影響力が強まることがわかる。この結果、人々が個物自体に動かされ、
伝統と革新が昇華した生活様式を新たに構築するようになるのであって、現に尾
小屋においては、民の技術で煉瓦組積体が構築された。
　つまり鉱山村落は、半自動的な都市的社会システムを有しながらも、その動力
は、価値づけられた資本主義的交換原理ではなく、物に内在した物性や時間に対
する人々の消極的及び即物的能動性であり、近代にあっても伝統的な自給自足に
類似するシステムを運用していたと言える。これは、空間表現様式なしの「物質
循環構造」による空間構築である（都市的な物質交換構造とは異なる）。
　近代日本には、国会議事堂・製鉄工場・鉱滓煉瓦造蔵という、全て異なる原理
ではあるのにも関わらず、金属というマテリアルで構築された空間が同時に存在
し得た。これが、既存の平面的な史的把握に対する、日本の近代化受容の立体性
の記述である。

　建築家によって叙述される日本近代建築の史的体系については、前近代の伝統
的遺産への理解及び保護育成という指針の延長に位置付けられた様式史的把握の
態度を基盤とした上で、明治より登場した「建築家」の思索という社会の上部構
造を対象とした史的変遷に還元されたと言って良いだろう。しかし、これは文字
通り “日本近代建築史” なのであって、建築家・技術者・民による空間構築を包
含した “近代日本建築史” にはなり得ない。本論文は、日本における近代化は「上
からの近代化」といった一元的なものでなく、多元的自律性の総体であると結論
づけたことから、近代日本という現象において発現した建築行為を全て並列に位
置付けた。

　序論において、既存の日本の近代化の史的把握が巨視的である点を批判し、国
家・都市・村落における近代構造材による建築設計技術のへの着目を提示した。
　本論第一篇において、当初は独自の動きをした「建築家による様式の探求」と

「技術者による構造の開発」が結実した技術の変遷を示した。
　二篇において、辰野金吾の全事業を対象として近代化の示す文化的・地理的圏
域を明示し、近代日本における生産地 鉱山村落の空間的立ち位置を述べた。
　三篇において、続く四篇のための具体的な実地調査対象地を鉱滓煉瓦造建造物
の有無から検討し、石川県小松市尾小屋を選定した。
　四篇において、尾小屋の集落構造・建築構造を実測分析し、その開発及び組積
技術の所在が民にあったことを明らかにした。この動力が消極的及び即物的能動
性であり、伝統的な自給自足に類似する物質循環構造であったことを示した。
　五篇考察において、既存の「上からの近代化」という史的把握を否定し、共同
体種別ごとの原理による、同質の近代的構造材で構築された空間が同時に存在し
得た近代日本の多元的立体性を明らかにした。
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西洋化の及ぶ限界と拡張する産業化　
　辰野が携わった事業における都市的建築（b～e）と村落的建築（f）の棟数
の差より、行政・工業都市と鉱山村落間における文化的乖離が示唆された。
　また、立地傾向の分析も加えることで、国家事業として近代建築が適応され
るのは基本的に都市に対してであったと言える。対して、明治新政府にとって
の鉱山村落及び鉱山地域は、単なる資本と原料の発生源として位置付けられて
おり、この山間部に対して近代空間表現が直接適応されることはほとんどあり
えなかった。しかし、この資本及び原料を大都市圏へ受け渡す機能を担った中
継都市（別子銅山に対する尾道など）において、建築家による空間表現の存在
は確認できた。

a.     法律，言語，教育，宗教などの国家的骨格（計 29 棟）
b.　保険，金融，銀行，実業家邸宅などの資本主義的基盤（計 116 棟）
c.　 ガス，電気，郵便，鉄道，汽船，医療，公共施設などの都市的基盤（計 42 棟）
d.　 金庫，煙草，化粧品，醸造，製糖，写真，興行などの生活新様式（計 27 棟）
e.　 西洋釘，ゴム，化学，製紙，鉄鋼，染料，機械，肥料，紡績など製品加工（計 26 棟）
f.　  炭鉱，銅鉱山など加工用原料生産（計 17 棟の内 7 棟が工場、10 棟が財閥系事業）
a’　 朝鮮，満州等国外施設及び、華族，外交官邸宅，省庁などの日本的なるもの（計 16 棟）

第二篇の目的
　近代都市と都市的性格を有するとされる鉱山村落間における空間的特質の差
異を明らかにするべく、建築家による建築作品が適応された社会空間の圏域を
可視化し、都市と村落における近代空間表現の有無について比較分析を行う。
　つまり、近代日本国家における「近代的」が指した圏域を可視化し、近代的
生産村落の実態との乖離を分析することで「近代都市」の輪郭を明らかにする
ことを目的とするのである。またこの圏域とは、近代建築が適応された都市の
分布を可視化した地理的圏域だけに限らず、近代建築が適応された事業を可視
化した文化的圏域を含むものである。

第四篇の意義
本篇における本質的な問いとは、近代化と共に伝播した「煉瓦」という西洋的
秩序を有した構造材は、村落の基盤である近世以前までに蓄積された伝統的文
脈上においていかに受容及び選択されえたのか、ということである。換言する
ならば、未知の技術的・物質的所産との邂逅に伴う創造的適応としての空間構
築術、つまり生存様式を見ようとしたのである。

第三篇の目的及び成果
　本篇及び続く第四篇は、既往研究において盲域となっていた鉱山村落におけ
る民による自発的な近代的空間構築の実態に踏み込み、その史的特質を具体的
に把握することが主な目的である。ゆえに本論における本篇及び第四篇の意義
は、近代重工業における生産工程の受容により都市的社会性の発現をみながら
も、西洋空間表現を伴わなかった鉱山村落空間を対象とした近代的特質の分析
を主題とすることで、第一～二篇で論及した国家及び都市の推進主体的視点に
対し、村落及び民の経済主体的視点を供給することにある。
　これを受け本篇は、民の生存様式と直結する建造物を構築するかたちでカラ
ミ煉瓦が利用された鉱山村落の事例をカード形式で調査し、続く第四篇におい
て行う鉱山村落実測調査の具体的な対象を選定することを目的として設けた。
　結果として以下の二点より、尾小屋鉱山を有した「石川県小松市尾小屋町」
に実地調査地を決定した。

・　鉱滓煉瓦造による建築物及び集落景観（土留等のランドスケープ）の現存
　   が唯一確認された点
・　鉱山ごとに微細な規格差はあるものの一般的に鉱滓煉瓦が矩形状で統一さ
　   れている一方、同鉱山村落においては独自の形状をした六角型煉瓦の存在
　   及び使用についても確認された点

Ⅲ. 結論

主な既往研究

東京 31%

大阪 29%

他県庁 21%

準行政都市 10%

その他平野部 6%

山間部立地 3%

●　辰野金吾が関わった事業
●　明治年代開山 銅鉱山
●　大正年代開山 銅鉱山

1926 年から 1960 年にかけて
正六角柱型鉱滓煉瓦造擁壁によって開地された

資本主義的に肥大したことで多元化した機能を
計画的開地によってゾーニングし配置したが行われた

内側に向かって煉瓦モジュールが揺れる

構造的に組み合っていない


